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ショスタコーヴィチ  
21世紀からの「証言」	
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20世紀ソビエトを代表する作曲家D.D.ショスタコーヴィチ（1906～1975）は、現在世界中でその作品が演奏され
る人気の作曲家。ただし、ロシア革命から第二次世界大戦、冷戦、ソ連崩壊、そしてロシアによるウクライナ侵攻が
続く今日まで、ショスタコーヴィチ本人とその作品は、どのように世に問われ、演奏され、語り継がれてきたかにおい
て「評価の特異な変遷」を辿っています。様々な作曲家像、作品像が独り歩きするいま、現在の視点から、名だたる
音楽家たちがこの「ショスタコーヴィチ」という作曲家、作品、ないし現象をどのように捉えているのか、その「証言」
をまとめ、21世紀のショスタコーヴィチ像を俯瞰します。
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「音楽の友」は毎月18日に 
発売されています

『音楽の友』定期購読ご希望の方は、
「定期購読受注センター」（
0120-255-803）へ、また、バックナ
ンバーのお問合せは、音楽之友社
営業部（☎03-3235-2151）へお願
いいたします。
音楽之友社 online
http://www.ongakunotomo.
co.jpもご利用いただけます。

エリーナ・ガランチャ 
（メゾソプラノ）
Elīna Garanča /Mezzosoprano

1976年ラトヴィアのリガで音楽一
家に生まれる。1996年リガのラト
ヴィア音楽アカデミーに入学。卒業
後、ドイツのマイニンゲン歌劇場に
参加。1998年ウィーンとアメリカ
で勉強を始め、1999年フィンラン
ドのミリアム・へリン国際声楽コン
クールに優勝。2000年ラトヴィア・
グレート・ミュージック・アワード受
賞。フランクフルト歌劇場に移籍。
2003年以降、ウィーン国立歌劇
場、ザルツブルク音楽祭など、世界
の主要な舞台で活躍を続けてい
る、現在世界最高のメゾソプラノの
一人。2024年のMETオーケストラ
の来日公演に出演、その圧倒的歌
唱力と存在感で日本の音楽ファン
を大いに魅了した。
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▪101  フレッシュ・アーティスト・ファイル Vol.70  児玉隼人（tp） 

▪102  深沢亮子（p）（道下京子）  ▪103  水谷川優子（vc）（小倉多美子）  
▪104  小林沙羅（S）（室田尚子）  ▪105  西村 悟（T）（加藤浩子）
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